
●●● ●
が

ん
患

者
等

へ
の

支
援

（
が

ん
患

者
等

支
援

部
会

）
が

ん
患

者
等

へ
の

支
援

（
が

ん
患

者
等

支
援

部
会

）
が

ん
患

者
等

へ
の

支
援

（
が

ん
患

者
等

支
援

部
会

）
が

ん
患

者
等

へ
の

支
援

（
が

ん
患

者
等

支
援

部
会

）

め
ざ
す
姿

■
最

終
目

標
■

最
終

目
標

■
最

終
目

標
■

最
終

目
標

す
べ
て
の
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
が
、
不
安
や
悩
み
、
疑
問
に
対
し
て
、
い
つ
で
も
身
近
な
と

こ
ろ
で
、
必
要
な
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
悩
み
や
疑
問
が
軽
減
し
て
い
る
。

■
中

間
目

標
■

中
間

目
標

■
中

間
目

標
■

中
間

目
標

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
に
必
要
な
情
報
が
届
き
、
質
の
高
い
相
談
支
援
が
受
け
ら
れ
る
体
制
が

進
ん
で
い
る
。

個
別
施
策

・
相
談
支
援
機
能
の
強
化

・
患
者
目
線
で
の
情
報
提
供
の
充
実

令
和
元
年
度

実
績

令
和
元
年
７
月
１
０
日
（
水
）

１
．
が
ん
患
者
・
家
族
へ
の
相
談
支
援
事
業

・
保
健
所
に
お
け
る
患
者
サ
ロ
ン
等
の
実
施
（

2
回
×

3
H

C
）

・
拠
点
病
院
等
の
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
運
営
者
会
議
の
実
施
（

6
/6
）

２
．
が
ん
患
者
・
家
族
へ
の
情
報
提
供
事
業

・
イ
ベ
ン
ト
（
ﾘ
ﾚ
ｰ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ｲ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ｬ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
奈
良

,9
/2

8
-2

9
）
会
場
で
の
情
報
発
信

３
．
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
等
に
応
じ
た
相
談
体
制
整
備
事
業

・
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・
保
健
所
相
談
員
等
研
修
会
の
実
施

→
新
型
肺
炎
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

・
小
児
が
ん
患
者
の
家
族
等
交
流
会

新
４
．
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
支
援
活
性
化
事
業

・
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
実
施

令
和
２
年
度

計
画
（
案
）

１
．
が
ん
患
者
・
家
族
へ
の
相
談
支
援
事
業

・
保
健
所
に
お
け
る
患
者
サ
ロ
ン
等
の
実
施
（

2
回
×

3
H

C
）

・
拠
点
病
院
等
の
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
運
営
者
会
議
の
実
施

２
．
が
ん
患
者
・
家
族
へ
の
情
報
提
供
事
業

・
イ
ベ
ン
ト
（
ﾘ
ﾚ
ｰ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ｲ
ﾌ
ｼ
ﾞ
ｬ
ﾊ
ﾟ
ﾝ
奈
良

,1
0
/3

-1
0
/4
）
会
場
で
の
情
報
発
信

３
．
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
等
に
応
じ
た
相
談
体
制
整
備
事
業

・
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・
保
健
所
相
談
員
等
研
修
会
の
実
施

・
小
児
が
ん
患
者
の
家
族
等
交
流
会
）

４
．
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
支
援
活
性
化
事
業

・
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
実
施

①
相
談
支
援
及
び
情
報
提
供

１

第
３
期

奈
良

県
が

ん
対

策
推

進
計

画
目

標
の

進
捗

状
況

に
つ
い
て

基
準

値
と
比

較
し
て
改

善
し
て
い
な
い

基
準

値
と
比

較
し
て
改

善
し
て
い
る

資
料
４

３
．
が
ん
患
者
等
へ
の
支
援

（
１
）
相
談
支
援
及
び
情
報
提
供

目標
がん患者の不安や悩みが軽減されて
いる

がんと診断さたことによる心配や悩みは何らかの支援によっ
て現在は軽減した

36.4％（H29） －－増加
がん患者の不安や悩みの発生が抑え
られている

からだや治療のことで心配になったとき、担当医以外にも相談
できるところがある

32.3％（H29） －－増加
がんに関する情報　・がんの治療方法についての情報が不十分

29.4％
　・病院の診療体制や治療状況についての情報が不十分22.3％
　・緩和ケアについての情報が不十分

37.0％
　・がん治療にかかる費用についての情報が不十分43.7％
　・経済的支援や利用できる社会保障制度などの情報が
　　不十分

44.4％
　・自宅での療法生活についての情報が不十分

39.9％
　・がんの病態や統計データ等の情報が不十分

31. 7％（H29)
がん患者やその家族等が、質の高い
相談支援が受けられる体制ができて
いる

がん相談支援センターを利用して、相談が役に立った 100％（H28） 98.1％（H29) 98.6％(H30) 現状維持がん相談支援センター利用状況調査
がん相談支援センターの利用者数（9病院）

5,880件（H28） 6,407人（H29) 7,064人(H30) 増加奈良県調べ
相談支援センターの認知度

51.8％（H29） －－増加ならのがんに関する患者意識調査
国立がん研究センター研修【指導者研修】を受けた相談員数 12人（H25-29） 研修会の実施なし 受講なし増加奈良県調べ
県内相談員対象の研修会の開催回数

1回（H29） 1回(H30) 開催中止(R1) 実施継続奈良医大調べ
がん患者サロンの利用者数

801人（H28） 760人(H29) 867人(H30) 増加奈良県調べ
がん患者サロンの認知度

50.2％（H29） －－増加ならのがんに関する患者意識調査
がん患者サロン運営会議の開催回数（各拠点病院） 8回（H28） 7回（H29) 6回(H30) 実施継続
がん患者サロン運営者会議の開催回数

2回（H28） 1回(H30) 1回(R1) 実施継続
ピア・サポーター養成数

48人（～H29） － 17人（65人）(R1) 増加
「がんネットなら」の認知度

11.3％（H29） －－増加ならのがんに関する患者意識調査
「がんネットなら」のページビュー数

69,241件（H28） 60,721件（H29） 調査中増加奈良県調べ

中間評価

出典

－
ならのがんに関する患者意識調査

がんに関する情報が得やすい体制が
できている

分野

奈良県調べ
患者目線での情報提供の充実

施策目標 ３　がん患者等への支援
３　がん患者等への支援
３　がん患者等への支援
３　がん患者等への支援

H30年度
目標値

　（１）相談支援及び情報提供
ならのがんに関する患者意識調査

最終目標
減少

－

分野別目標
指標

現状値（基準値）

相談支援機能の強化

R元年度



■
保
健
所
が
ん
患
者
サ
ロ
ン

令
和
元
年
度
実
績

●
目

●
目

●
目

●
目

的的的 的

・
が
ん
体
験
者
同
士
が
体
験
や
感
情
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
は
、
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
に

と
っ
て
大
き
な
支
え
に
な
る
こ
と
か
ら
、
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
が
相
互
に
交
流
・
情
報
交
換
す
る
こ

と
を
目
的
に
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
を
実
施
す
る
。

●
対対対 対

象象象 象

県
内
に
居
住
す
る
が
ん
患
者
及
び
そ
の
家
族
等

●
内内内 内

容容容 容

実
施
機
関

日
時

内
容

参
加
者
数

がん患者サロン等

中
和
保
健
所

令
和
元
年
６
月
2
9
日
（
土
）

1
3
:
3
0
～
1
6
:
0
0

■
講
演
会
「
が
ん
医
療
に
お
け
る
『
笑
い
』
を
カ
ガ
ク
す

る
」

講
師
：
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ん
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長

宮
代
勲
氏

甲
南
大
学
知
能
情
報
学
部
教
授
灘
本
明
代
氏

■
交
流
会

講
演
会

2
6
人

交
流
会

2
4
人

令
和
２
年
1
月
2
5
日
（
土
）

1
4
:
0
0
～
1
6
:
0
0

■
交
流
会

交
流
会

1
0
人

郡
山
保
健
所

令
和
元
年
７
月
3
0
日
（
火
）

1
3
:
3
0
～
1
5
:
5
0

■
講
演
会
「
つ
な
が
ろ
う
!
乗
り
越
え
よ
う
!

～
安
心
し
て
療
養
生
活
が
送
れ
る
た
め
に
～
」

講
師
：
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師

松
尾
理
代
氏

■
交
流
会

講
演
会

9
人

交
流
会

8
人

令
和
元
年
1
0
月
3
0
日
（
水
）

1
3
:
3
0
～
1
5
:
5
0

■
交
流
会

交
流
会

1
1
人

吉
野
保
健
所

令
和
元
年
7
月
1
2
日
（
金
）

1
3
:
3
0
～
1
6
:
0
0

■
交
流
会

交
流
会

5
人

令
和
元
年
1
2
月
1
3
日
（
金
）

1
3
:
3
0
～
1
6
:
0
0

■
講
演
会
「
笑
っ
て
元
気
に
一
病
息
災

～
心
身
に
も
た
ら
す
笑
い
の
効
果
～
」

講
師
：
吉
野
病
院
院
長
福
岡
篤
彦
先
生

■
交
流
会

講
演
会

1
3
人

交
流
会

9
人

●
趣
旨

・
日
本
で
は
年
間
に
2
,
0
0
0
～
2
,
5
0
0
人
、
奈
良
県
で
は
約
2
0
人
（
1
5
歳
未
満
）
が
新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
て

い
る
。

・
「
が
ん
」
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
あ
り
、
５
歳
以
上
の
こ
ど
も
の
病
死
原
因
の
第
１
位
で
あ
る
。

・
小
児
が
ん
患
者
は
、
病
気
が
治
癒
し
た
後
も
、
治
療
の
副
作
用
や
病
気
の
影
響
が
後
々
ま
で
残
る
な
ど
の
晩
期
合

併
症
で
、
長
期
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

・
平
成
2
8
年
度
に
実
施
し
た
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
受
給
者
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
情
報
や

相
談
場
所
、
患
者
や
親
同
士
の
交
流
の
場
所
を
希
望
し
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
こ
れ
ら
よ
り
、
小
児
が
ん
患
者
の
家
族
等
が
、
が
ん
の
現
状
や
晩
期
合
併
症
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
同
じ
よ

う
な
経
験
を
持
つ
人
と
交
流
を
持
つ
こ
と
で
、
抱
え
る
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
た
り
、
問
題
と
の
向
き
合

い
方
に
気
づ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
交
流
会
を
実
施
す
る
。

●
対
象

県
内
在
住
の
小
児
が
ん
患
者
の
家
族
等

●
内
容

日
時

内
容

参
加
者

令
和
２
年
１
月
1
9
日
（
日
）

1
4
:
0
0
～
1
6
:
3
0

●
講
演
「
小
児
・
A
Y
A
世
代
の
が
ん

－
特
徴
・
課
題
・
対
策
－
」

講
師
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー

が
ん
対
策
セ
ン
タ
ー
政
策
情
報
部

副
部
長
中
田
佳
世
氏

座
長
奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
小
児
科

助
教

石
原
卓

氏

●
質
疑
応
答

講
演
会
：
1
7
人

交
流
会
：
1
3
人

●
交
流
会

司
会
が
ん
の
子
ど
も
を
守
る
会
大
阪
事
務
所

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
恩
田
聡
美
氏

●
概
要

＜
講
演
会
に
つ
い
て
＞

・
講
演
会
で
は
、
地
域
が
ん
登
録
デ
ー
タ
か
ら
見
え
る
小
児
・
A
Y
A
世
代
の
が
ん
の
罹
患
の
種
類
や
推
移
等
の
特

徴
や
、
5
年
生
存
率
等
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

・
ま
た
、
小
児
・
A
Y
A
世
代
の
が
ん
患
者
の
課
題
と
し
て
、
晩
期
合
併
症
、
妊
孕
性
の
問
題
、
治
療
や
就
労
な
ど
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
、
治
療
中
、
治
療
後
も
必
要
と
な
り
、
長
期
的
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
毎
に
相
談
支
援

や
社
会
支
援
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

＜
交
流
会
に
つ
い
て
＞

・
本
人
や
周
囲
（
学
校
や
友
人
等
）
へ
の
病
気
の
伝
え
方
、
兄
弟
へ
の
心
の
ケ
ア
等
の
フ
ォ
ロ
ー
、
再
発
へ
の
不
安

な
ど
が
話
題
に
な
っ
た
。

・
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
交
流
会
に
つ
い
て
「
よ
か
っ
た
」
が
大
半
で
、
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
多
く
あ
っ
た
反
面
、
希
少
が
ん
の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
同
じ
病
気
の
方
と
の
交
流
が
で
き
ず
、
参
考
に
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
ご
意
見
も
あ
っ
た
。

・
次
年
度
も
継
続
し
て
、
疾
病
対
策
課
で
実
施
予
定

■
小
児
が
ん
患
者
の
家
族
等
交
流
会

２



●
目
的

が
ん
体
験
者
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、
が
ん
患
者
や
家
族
に
対
し
て
、
同
じ
立
場
で
心
の
悩
み
や
体
験
に
基
づ

く
サ
ポ
ー
ト
を
行
え
る
こ
と
か
ら
、
第
3
期
奈
良
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
（
平
成
3
0
年
3
月
策
定
）
に
お
い
て
、

「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
活
性
化
」
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
5
年
度
末
ま
で
に
が
ん
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
数
を

増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
行
え
る
人
材
を
育
成
し
、
本
県
に
お
け
る
が
ん
医
療
に
関
す
る
相
談
支
援
体

制
を
強
化
し
、
患
者
及
び
家
族
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
奈
良
県
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
研
修
会
を
開
催
す
る
。

●
対
象

奈
良
県
在
住
の
が
ん
体
験
者
お
よ
び
そ
の
家
族
・
遺
族
で
、
自
分
の
経
験
を
活
か
し
て
ピ
ア
（
仲
間
）
と
し
て
、

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
等
を
支
援
す
る
意
志
の
あ
る
方
（
2
0
名
程
度
）

●
内
容

■
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
－
養
成
研
修
会

開
始

開
始

開
始

開
始

終
了

終
了

終
了

終
了

担
当

担
当

担
当

担
当

9:309:309:30 9:309:409:409:40 9:40
挨拶：奈良県疾病対策課
オリエンテーション：事務局

9:409:409:40 9:4010:0010:0010:00 10:00
奈良県疾病対策課

10:0010:0010:00 10:0010:2010:2010:20 10:20
奈良県立医科大学附属病院
がん相談支援センター
川本　たか子　氏

10:2510:2510:25 10:2510:5510:5510:55 10:55
NPO法人支え合う会「α」
副理事長　野田　真由美　氏
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ア

サ
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タ
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と
活

動
指

針
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奈
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が
ん

対
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に
つ

い
て

ピ
ア

・
サ

ポ
ー

ト
っ

て
な

に
？

が
ん

相
談

支
援

セ
ン

タ
－

の
活

動
に

つ
い

て

が
ん

診
療

の
基

礎
知

識
と

情
報

提
供

の
注

意
点
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情
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と

結
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付
け
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奈良県疾病対策課

グ
ル
ー
プ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
の
た
め
に

＜
が
ん
サ
ロ
ン
編
の
内
容
＞

受
講
修
了
証
の
授
与

ま
と
め
　
閉
会
あ
い
さ
つ

1
日
の
ま
と
め
　
　
／
　
質
疑
応
答
　
／
　
講
評

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
（
4
人
一
組
）

緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

内
容

内
容

内
容

内
容

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

「
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
」

◆
1
日
目
〔
令
和
2
年
1
月
2
5
日
（
土
）
〕

◆
2
日
目
〔
令
和
2
年
1
月
2
6
日
（
日
）
〕

●
修
了
者
数
；
1
7
名

●
研
修
会
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

（
１
）
講
義
内
容
に
つ
い
て

（
２
）
今
後
、
研
修
に
取
り
入
れ
た
方
が
良
い
内
容
に
つ
い
て

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
心
得
な
ど
。
が
ん
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
。

・
多
く
の
情
報
を
得
ら
れ
る
。
す
ぐ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
し
た
。
講
義
な
ど
を
担
当
さ
れ
た
先
生
方
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。

・
が
ん
、
色
ん
な
が
ん
に
つ
い
て
、
基
礎
知
識
（
が
ん
の
大
ま
か
な
種
類
や
治
療
方
法
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
。

今
回
の
研
修
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
詳
し
く
お
願
い
し
た
い
で
す
。

・
高
齢
者
の
が
ん
治
療
と
緩
和
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
。
単
身
者
が
在
宅
で
治
療
を
受
け
る
場
合
、
ど
う
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
か
経
験
者
の
方
の
お
声
を
伺
い
た
い
。
「
死
」
と
の
向
き
合
う
事
が
多
く
な
り
ま
す
。
タ
ブ
ー
視
せ
ず
健
康
な

方
も
含
め
て
話
し
合
え
る
場
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

＜
ご
意
見
等
＞

・
奈
良
県
の
が
ん
対
策
の
取
組
が
分
か
り
や
す
く
、
県
民
の
が
ん
患
者
以
外
に
も
が
ん
に
な
っ
て
い
な
い
人
に
も
広
く
伝
え

て
欲
し
い
。

・
奈
良
県
の
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
充
実
し
て
い
る
と
思
っ
た
気
持
ち
よ
く
向
か
い
入
れ
て
く
れ
て
、
や
さ
し
く
、
力

強
く
接
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

・
何
と
な
く
の
理
解
だ
っ
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
が
き
ち
ん
と
学
べ
て
良
か
っ
た
で
す
。

・
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
は
客
観
性
が
い
か
に
大
切
か
よ
く
わ
か
っ
た
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
役
割
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

・
皆
さ
ま
の
体
験
談
を
聞
く
貴
重
な
お
時
間
で
し
た
。
３
分
は
短
く
一
人
一
人
納
得
い
く
ま
で
お
話
し
さ
れ
て
も
良
か
っ
た

の
で
は
？

・
佐
々
木
先
生
の
話
は
今
後
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
現
状
の
が
ん
治
療
に
つ
い
て
話
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
を
改
め
て
確
信
し
た
。

・
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
は
）
と
て
も
難
し
く
言
葉
が
出
な
く
な
っ
た
が
、
同
じ
班
の
方
の
意
見
が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

・
（
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
）
如
何
に
見
送
ら
れ
、
又
見
送
る
の
か
、
今
の
私
の
大
き
な
課
題
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
３
）
そ
の
他
、
研
修
全
体
に
関
し
て
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

・
実
践
的
な
研
修
が
多
く
て
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
で
す
が
、
一
瞬
も
居
眠
り
す
る
暇
が
無
い
ほ
ど
で
し
た
。
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
な
ど
、
と
て
も
難
し
く
、
で
も
他
の
研
修
受
講
者
と
色
々
お
話
し
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
貴
重
な
体
験
で

し
た
。

・
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
申
し
込
み
し
て
良
か
っ
た
。
も
っ
と
若
い
人
達
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。
サ
ロ
ン
で
も
若
い
人
は
少
な
い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
さ
れ
た
ら
い
い
な
あ

と
思
い
ま
し
た
。

・
家
族
の

立
場
と
、
当
事
者
の

立
場
の

違
い
が

深
く
思
え
て
、
ど
う
し
て
も
一

歩
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
事
者
が
、

家
族
の
話
を
聞
く

こ
と
は
出

来
て
も
、
家
族
が
当
事
者
の
話
を
聞
く
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

可
能
で
あ
れ

ば
、

当
事
者
と
家
族
と

別
に
講

座
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
え
た
ら
良
か
っ
た
な
・
・
・
と
思
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｙ

Ａ
世

代
も

増
え

て
い
る
今
、

世
代
を
も
う

１
つ
若

年
世

代
で

区
切
る
講

座
が
あ
っ
て
も

嬉
し
い
で
す
。

理解できたどちらともいえない あまり理解できなかった
①　奈良県のがん対策について

14
3

0
②　がん相談支援センターの活動について

15
2

0
③　ピアサポートってなに？

16
1

0
④　ピアサポーターの役割と活動指針

16
1

0
⑤　自己の体験を語る

11
6

0
⑥　がん診療の基礎知識と情報提供の注意点
　　 （がん情報サイトと結び付けて）

13
4

0
⑦　よりよいコミュニケーションのために

17
0

0
⑧　ロールプレイ

14
3

0
⑨　グループファシリテートのために
　　 ＜がんサロン編の内容＞

17
0

0
⑩　緩和ケアについて

17
0

0

３



め
ざ
す
姿

■
最

終
目

標
■

最
終

目
標

■
最

終
目

標
■

最
終

目
標

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
仕
事
と
治
療
の
両
立
に
つ
い
て
の
不
安
が
軽
減
さ
れ
、
働

く
こ
と
が
可
能
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
が
ん
患
者
は
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
。

■
中

間
目

標
■

中
間

目
標

■
中

間
目

標
■

中
間

目
標

県
民
や
事
業
者
の
が
ん
や
が
ん
患
者
に
対
す
る
理
解
や
支
援
が
進
ん
で
い
る
。

個
別
施
策

・
が
ん
患
者
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
等
の
相
談
支
援
体
制
の
充
実

・
が
ん
患
者
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
体
制
の
整
備

・
就
労
を
含
め
た
社
会
的
な
問
題
等
の
情
報
提
供
の
充
実

令
和
元
年
度

取
組

令
和
元
年
７
月
１
０
日
（
水
）

１
．
が
ん
患
者
へ
の
就
労
相
談
支
援
事
業

・
事
業
者
向
け
研
修
会
で
の
周
知
（
奈
良
県
の
が
ん
対
策
、
就
労
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
）

・
就
労
支
援
関
係
者
の
情
報
交
換
会
の
実
施
（

R
2
.3

.5
開
催
予
定
）

→
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

・
職
場
環
境
調
査
の
実
施

→
令
和
元
年
度
職
場
環
境
調
査
を
実
施

＊
現
在
、
集
計
中

・
労
働
時
報
（

8
月
号
）
（
雇
用
政
策
課
所
管
）
、
県
民
だ
よ
り
奈
良
（

2
月
号
）
で
の

情
報
提
供

・
奈
良
県
社
員
・
シ
ャ
イ
ン
職
場
づ
く
り
推
進
事
業
で
の
「
が
ん
ネ
ッ
ト
な
ら
」
で
の

好
事
例
の
掲
載

→
未
実
施

２
．
国
に
よ
る
が
ん
患
者
等
へ
の
就
職
支
援
、
両
立
支
援
へ
の
取
組

○
奈
良
労
働
局

・
長
期
療
養
者
就
職
支
援
事
業

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田
、
奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
出
張
相
談
）

・
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知

○
奈
良
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

・
事
業
者
や
患
者
（
労
働
者
）
か
ら
の
両
立
支
援
に
関
す
る
相
談
及
び
個
別
調
整
支
援

・
事
業
主
や
産
業
保
健
関
係
者
向
け
研
修
会
の
実
施

・
両
立
支
援
対
策
の
普
及
促
進
の
た
め
の
個
別
訪
問
支
援

令
和
２
年
度

計
画
（
案
）

１
．
が
ん
患
者
へ
の
就
労
相
談
支
援
事
業

・
事
業
者
向
け
研
修
会
で
の
周
知
（
奈
良
県
の
が
ん
対
策
、
就
労
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
）

・
就
労
支
援
関
係
者
の
情
報
交
換
会
の
実
施

・
労
働
時
報
（
雇
用
政
策
課
所
管
）
で
の
情
報
提
供

・
奈
良
県
社
員
・
シ
ャ
イ
ン
職
場
づ
く
り
推
進
事
業
で
の
「
が
ん
ネ
ッ
ト
な
ら
」
で
の

好
事
例
の
掲
載

２
．
国
に
よ
る
が
ん
患
者
等
へ
の
就
職
支
援
、
両
立
支
援
へ
の
取
組

○
奈
良
労
働
局

・
長
期
療
養
者
就
職
支
援
事
業

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田
；
奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
出
張
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
奈
良
；
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談

・
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知

○
奈
良
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

・
事
業
者
や
患
者
（
労
働
者
）
か
ら
の
両
立
支
援
に
関
す
る
相
談
及
び
個
別
調
整
支
援

・
事
業
主
や
産
業
保
健
関
係
者
向
け
研
修
会
の
実
施

・
両
立
支
援
対
策
の
普
及
促
進
の
た
め
の
個
別
訪
問
支
援

②
が
ん
患
者
の
就
労
を
含
め
た
社
会
的
な
問
題

４

第
３
期

奈
良

県
が

ん
対

策
推

進
計

画
目

標
の

進
捗

状
況

に
つ
い
て

基
準

値
と
比

較
し
て
改

善
し
て
い
な
い

基
準

値
と
比

較
し
て
改

善
し
て
い
る

３
．
が
ん
患
者
等
へ
の
支
援

（
２
）
が
ん
患
者
の
就
労
を
含
め
た
社
会
的
な
問
題

目標
がん患者やその家族が抱える仕事と
治療の両立についての不安が軽減さ
れている

がんの治療を受けながら、働き続けられる環境だと思う 29.1％（H29） －－増加
がん患者が働くことが可能で、働く意
欲のあるがん患者は安心して働くこと
ができる

がんと診断され、検査や治療が進む中、仕事の継続に対する
事業主の理解・支援が受けられた

78.9％（H29） －－増加
事業所と医療機関、県、国（労働局
等）の有機的な連携が一層推進して
いる

仕事と治療の両立支援体制のある事業所の割合
75.3％（H28） －－増加職場環境調査

がん患者に仕事と治療の両立につい
ての必要な情報を提供できている がんで初めて治療・療養したとき、一定期間（連続して3カ月以

上）仕事を休み、復職、復帰した
37.6％（H29） －－増加ならのがんに関する患者意識調査

就労相談の実施回数、利用者数
27回/40人（H28） 32回/42人（H29) 27回/50人(H30) 増加

情報交換会の実施回数
１回（H29） 未実施 開催中止(R1) 継続実施

医療従事者の研修会実施回数（拠点病院で実施）
１回（H28） 2回（H29） 1回（H30) 増加

リーフレットの配布部数（就労支援相談窓口）
－ 7,000部作成(H30) 6,000部配布（R1) 増加

就労相談窓口の認知度
10.8％（H29） －－増加

就職相談窓口の認知度
7.4％（H29） －－増加

就職相談の実施回数、利用者数
27回/40人（H28） 32回/42人（H29) 27回/50人(H30) 増加奈良県調べ

がん患者の治療と仕事の両立支援体
制の整備

職場環境調査の実施結果の公表
H25、H28公表すみ － R1調査済集計中 実施、公表－

「奈良県社員・シャイン職場づくり推進事業」のがん治療と仕
事の両立支援企業登録数

3件（H28） 6件（H30) 5件（R1) 増加
情報発信した好事例の企業数

-未実施未実施増加

R元年度
分野別目標

指標
現状値（基準値）

中間評価 最終目標
ならのがんに関する患者意識調査

　（２）がん患者の就労を含めた社会的な問題
３　がん患者等への支援
３　がん患者等への支援
３　がん患者等への支援
３　がん患者等への支援

H30年度
目標値

出典
分野施策目標

ならのがんに関する患者意識調査
奈良県調べ

がん患者の治療と仕事の両立等の相
談支援体制の充実

奈良県調べ
就労を含めた社会的な問題等の情報
提供の充実



■
が
ん
患
者
へ
の
就
労
相
談
支
援
事
業

事
業
者
向
け
研
修
会
で
の
周
知

●
目
的県
内
の
事
業
者
に
向
け
、
が
ん
患
者
等
の
現
状
を
伝
え
、
各
就
労
相
談
機
関
の
周
知
を
す
る
こ
と
で
、
事
業
者

の
両
立
支
援
体
制
の
促
進
を
図
る
。

内
容

日
時

参
加
者
数

「
社

会
保

険
事

務
講

習
会

」
で

周
知

「
社

会
保

険
事

務
講

習
会

」
で

周
知

「
社

会
保

険
事

務
講

習
会

」
で

周
知

「
社

会
保

険
事

務
講

習
会

」
で

周
知

（
協

会
け

ん
ぽ
奈

良
支
部

と
の
協

働
）

（
協

会
け

ん
ぽ
奈

良
支
部

と
の
協

働
）

（
協

会
け

ん
ぽ
奈

良
支
部

と
の
協

働
）

（
協

会
け

ん
ぽ
奈

良
支
部

と
の
協

働
）

１
．
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
セ
ミ
ナ
ー

（
奈
良
労
働
局
健
康
安
全
課
）

２
．
職
場
環
境
改
善
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
集

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

３
．
が
ん
患
者
が
働
き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
し
て

～
奈
良
県
の
が
ん
対
策
・
就
労
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
～

（
奈
良
県
疾
病
対
策
課
）

４
．
協
会
け
ん
ぽ
奈
良
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

５
．
老
齢
年
金
ガ
イ
ド
（
平
成
3
1
年
度
版
）

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
（
厚
生
労
働
省
）

令
和
元
年
９
月
1
8
日
（
水
）

1
3
:
0
0
～
1
6
:
3
0

奈
良
県
産
業
会
館

5
1
名

（
5
0
社
）

令
和
元
年
９
月
2
0
日
（
木
）

1
3
:
0
0
～
1
6
:
3
0

奈
良
県
文
化
会
館

5
2
名

（
4
8
社
）

●
概
要

・
県
内
事
業
所
を
対
象
と
し
た
「
社
会
保
険
事
務
講
習
会
」
（
協
会
け
ん
ぽ
奈
良
支
部
主
催
）
に
て
、
奈
良
県
に

お
け
る
が
ん
患
者
等
に
対
す
る
就
労
支
援
、
両
立
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

・
今
後
も
他
機
関
と
連
携
し
、
事
業
者
に
向
け
、
が
ん
患
者
等
へ
の
理
解
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
就
労
支
援

の
取
組
や
相
談
窓
口
等
を
積
極
的
に
周
知
す
る
機
会
を
も
ち
、
事
業
者
の
両
立
支
援
体
制
を
促
進
し
て
い
き
た

い
。

５

■
県
民
だ
よ
り
奈
良
（

2
月
号
）


